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天然放射性ガスのラ ドンは、肺がんの原因のひとつとして挙げられている。既に、欧米

先進国をはじめ多くの国で屋内ラ ドン濃度の対策 レベルが設定され、わが国でも近い将来

検討されようとしている。このような状況の下、対策 レベルの設定とラ ドン濃度低減化に

際しては、ラ ドン・トロンの散逸率の詳細な分布の把握 とその要因の解明が重要である。

本研究の目的は、この状況を鑑み、ラドン・トロンの散逸率の各種環境下でのデータを取

得 し、散逸率の主要因を明らかにすることである。そのために、地質の異なる多くの場所

で散逸率を沢」定 し、これまで必ず しも明白でなかった地質依存性を明陳にした。また、散

逸率に影響を与える大気、地表面ならびに土壌に関連する諸要素の中で土壌水分量に着目

し、ラ ドン・トロン散逸率との関係を室内実験データから詳細に検討することにより、ラ ド

ン・トロンの実効拡散係数の推定ができることを明らかにした。

実験方法は次のとおりである。散逸率の測定にはラ ドン蓄積型装置を、空間ガンマ線線

量率の測定には CsI(Tl)シンチレーションサーベイメータを用いた。現地測定サイ トは、関

東、中部、九州の23ヶ所であつた。また、渡J定サイ トでは核種分析のために土壌を採取 し

た。本研究では、つくば山麓の花筒岩風化土壌を対象として詳細な検討を加えた。土壌試

料は、上部開放型の箱型容器に入れ、土壌表面に水を散布 して土壌水分量を調整 した。そ

の後、上から測定器で覆い、土壌からの散逸率を測定 した。地質の詳細な検討には、地質

調査所発行の地質図を用いた。

結果ならびに考察は次のとおりである。 (1)ラドン散逸率の時間変動の推定 :採取土壌の

室内実験によるラ ドン散逸率の土壌水分依存性は、文献による,テ?sデrクデータならびに理論か

らの計算値の変動傾向と良く一致 した。このことは、連続涙J定が困難な散逸率は、ある場

所で散逸率の実測データが 1点 あれば、その場所で測定の容易な含水率を連続測定するこ

とにより散逸率の変動を予測できることを明らかにした。(2)トロン散逸率の推定 :これま

で トロンの散逸率は実測によるしかなかったが、ラ ドンの実効拡散係数や散逸係数を用い

ることによつて、 トロン散逸率が推定できることを明らかにした。(3)トロンの実効拡散係

数の算定 :埋設されたウランからのラ ドンによる線量評価などの実用面では、実効拡散係

数を知る必要があるが、現状では実効拡散係数の ,,7ざデr″涙J定は相当に困難である。本研究で

は、 トロン散逸率の実涙1からラドン・トロンの実効拡散係数を推定する方法が有用であるこ

とを示すとともに、Rogersらが米国で求めた実効拡散係数に関する実験式が、上質が異な

る日本の土壌においても使用できることを明らかにした。


